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伝
統
あ
る
曳
山
子
供
歌
舞
伎
は
、
平
成

28
年
に
２
５
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

江
戸
後
期
に
十
基
あ
っ
た
曳
山
は
、
昭
和

の
大
火
で
二
基
が
焼
失
し
た
た
め
、
現
在

は
八
基
の
曳
山
を
舞
台
に
、
毎
年
２
つ
の

町
が
持
ち
回
り
で
上
演
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
先
人
の
時
代
か
ら
曳
山
子

供
歌
舞
伎
へ
の
理
解
を
深
め
、
令
和
の
時

代
に
至
る
ま
で
伝
統
を
継
承
し
て
き
ま
し

た
。

　
引
き
続
き
、
曳
山
八
町
の
努
力
に
敬
意

を
表
し
、
歴
史
的
な
遺
産
を
協
調
し
て
守

る
こ
と
は
私
た
ち
の
使
命
と
言
え
ま
す
。

　
絢
爛
豪
華
な
曳
山
を
舞
台
に
、
一
心
に

演
じ
る
子
供
た
ち
の
姿
。
美
し
く
愛
お
し

い
こ
の
情
景
は
時
代
と
と
も
に
進
化
を
遂

げ
て
き
ま
し
た
。
令
和
の
時
代
に
も
私
た

ち
の
手
で
磨
き
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
25
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
曳
山
交
流

館
み
よ
っ
さ
は
、
八
基
あ
る
曳
山
の
う
ち

二
基
を
常
設
展
示
し
、
そ
の
迫
力
が
間
近

で
楽
し
め
る
交
流
館
。
曳
山
展
示
の
ほ
か
、

歌
舞
伎
メ
イ
ク
や
和
楽
器
演
奏
な
ど
の
体

験
を
通
じ
て
、
気
軽
に
歌
舞
伎
や
伝
統
芸

能
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
小
松
市
民
歌
舞
伎
」「
こ
ま

つ
歌
舞
伎
未
来
塾
」
な
ど
、
歌

舞
伎
や
能
楽
な
ど
の
稽
古

教
室
が
開
催
さ
れ
る

な
ど
、「
歌
舞
伎
の
ま

ち
」
を
支
え
る
人

材
育
成
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

歌舞伎
Kabuki

曳
山
２
５
０
年

　
み
ん
な
の
力
で
継
承

こ
ま
つ
歌
舞
伎
の
メ
ッ
カ

　
み
よ
っ
さ
オ
ー
プ
ン

北陸を代表する春まつりとして知られる「お旅まつり」。

見どころの「曳山子供歌舞伎」は「歌舞伎のまち」と呼ばれる理由の１つ。

市川新蔵氏（右）が指導する稽古風景

曳山250年記念制作「曳山八基祝い唄」手拭い

曳山250年記念制作

の絵本「りょうたの

ひきやま」

　
全
国
か
ら
子
供
役
者
が
集
ま
り
、
口
上

と
演
目
を
披
露
す
る
「
全
国
子
供
歌
舞
伎

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
小
松
」
。
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
提
案
を
元
に
企
画
さ
れ
、
平
成

11
年
の
初
回
か
ら
途
切
れ
る
こ
と
な
く
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
16
年
（
第
６
回
）
か
ら
は
会
場
を
こ

ま
つ
芸
術
劇
場
う
ら
ら
に
、
平
成
24
年
（
第

14
回
）
に
は
開
催
日
が
５
月
の
連
休
期
間
中

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
令
和
元
年
（
第
21
回
）
か
ら
は
、

来
訪
す
る
外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
た
め
、「
日
本
こ
ど
も
歌
舞
伎
ま
つ
り

in
小
松
」
に
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
歌
舞
伎
の
ま
ち
」
の
中
核
を
担
う
催
事

と
し
て
、
新
た
な
企
画
内
容
や
演
出
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
11
年
か
ら
続
く

　
全
国
子
供
歌
舞
伎
の
祭
典

「
歌
舞
伎
の
ま
ち
」
に
思
い
を
寄
せ
て

　格
別
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
12
代
目
市
川
團
十
郎
丈
に
は
、
昭
和
62
年
に
開
催
さ
れ
た

勧
進
帳
小
松
八
百
年
祭
で
の
小
松
勧
進
帳
公
演
以
来
、
長
き

に
わ
た
り
歌
舞
伎
文
化
の
振
興
と
子
供
役
者
の
指
導
に
ご
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
全
国
子
供
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
お
旅
ま
つ
り
で
お

馴
染
み
の
古
典
芸
能
解
説
者
と
し
て
も
有
名
な
葛
西
聖
司
氏
。

30
年
以
上
に
及
ぶ
ご
縁
で
「
歌
舞
伎
の
ま
ち
」
の
魅
力
発
信
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
令
和
元
年
に
は
「
こ
ま
つ
曳
山
交
流

館
み
よ
っ
さ
」
名
誉
館
長
に
就
任
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

「勧進帳」の熱心な演技指導

（平成24年4月、こまつ芸術劇場うらら）

ユーモラスに聴衆を惹きつけるお旅まつりの解説

（平成16年5月、JR小松駅前）

12
代
目 

市
川 

團
十
郎
丈

葛
西 

聖
司
氏

感謝！

平成30年

389万人平成21年

280万人

9年前に比べ、交流人口は1.38倍に増えました。

歴史・文化以外にも、ものづくり、スポーツ、自然

に関する分野での交流がますます広がっています。

交流人口

交流
人口

平成を知る直近データ「交流人口」
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